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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月15日(2014.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組み合わせであって、有効量のニューレギュリンタンパク質もしくはその機能的フラグ
メント、またはニューレギュリンタンパク質もしくはその機能的フラグメントをコードす
る核酸、または該ニューレギュリンの産生および／もしくは機能を増強する薬剤、ならび
にウイルス性心筋炎もしくは拡張型（うっ血性）心筋症（ＤＣＭ）のための有効量の予防
剤もしくは治療剤を含む、組み合わせ。
【請求項２】
　哺乳動物におけるウイルス性心筋炎または拡張型（うっ血性）心筋症（ＤＣＭ）を予防
、処置、または遅延するための組成物であって、有効量のニューレギュリンタンパク質も
しくはその機能的フラグメント、またはニューレギュリンタンパク質もしくはその機能的
フラグメントをコードする核酸、または該ニューレギュリンの産生および／もしくは機能
を増強する薬剤を含み、それによって、該ウイルス性心筋炎またはＤＣＭが予防、処置、
または遅延される、組成物。
【請求項３】
　その予防、処置、または遅延が必要とされるかまたは望ましい哺乳動物における心臓毒
性を予防、処置、または遅延するためのキットであって、有効量の予防剤または治療剤、
および有効量の（ｉ）ニューレギュリンタンパク質もしくはその機能的フラグメント；（
ｉｉ）ニューレギュリンタンパク質もしくはその機能的フラグメントをコードする核酸；
または（ｉｉｉ）該ニューレギュリンの産生もしくは機能を増強する薬剤を含み、それに
よって、該予防剤または治療剤の投与に伴う心臓毒性が予防、処置、または遅延される、
キット。
【請求項４】
　組み合わせであって、有効量のニューレギュリンタンパク質もしくはその機能的フラグ
メント、またはニューレギュリンタンパク質もしくはその機能的フラグメントをコードす
る核酸、または該ニューレギュリンの産生および／もしくは機能を増強する薬剤、ならび
に心筋梗塞のための有効量の予防剤もしくは治療剤を含む、組み合わせ。
【請求項５】
　哺乳動物における心筋梗塞を予防、処置、または遅延するための組成物であって、有効
量のニューレギュリンタンパク質もしくはその機能的フラグメント、またはニューレギュ
リンタンパク質もしくはその機能的フラグメントをコードする核酸、または該ニューレギ
ュリンの産生および／もしくは機能を増強する薬剤を含み、それによって、該心筋梗塞が
予防、処置、または遅延される、組成物。
【請求項６】
　哺乳動物における疾患を予防、処置、または遅延するための薬学的組成物であって、ニ
ューレギュリンタンパク質またはその機能的フラグメントを：
　　　（ａ）約１７０Ｕ／ｋｇ以下の安全用量で；または
　　　（ｂ）約３，６００Ｕ／ｋｇ以下の総レジメンで、
含む、薬学的組成物。
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